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化はその後で起こる o また平滑筋ならびに網状結合組織への分化は同時に起こる O 平滑筋細胞は分化すると，一定方
向に長くなり，規則正しい構造をとる D 産卵後 7 日目の砂胃は構造的にも不規則で，抗ニワトリ平滑筋ミオシン抗体
による間接蛍光法で染色されず，またウエスタンブロッテイングによってもミオシンは殆ど検出されなかった。そこ
で， 7 日日の砂胃を未分化状態の平滑筋細胞として用いた。ニワトリ腔のステージは腔の形態から推定することがで





始から 4 日目になると，移植した組織片からフィブロブラスト様の細胞のさかんな遊走が見られた。培養後 7 日目に
なると， フィブロプラスト様細胞の層の上を丸い形の細胞 (myoblast cells) がさらに広がっていった。この時期の
細胞を抗ミオシン抗体を用いた蛍光法で調べても，まだ染まりは弱く，平滑筋細胞は完全に分化していなかった。さ













の分画に分化誘導の活性が見られた。興味あることに， この分画に隣接する分子量約 6 万の分画は，未分化細胞との
接着能はあるが分化は引き起こさなかった。このことから，平滑筋の分化には接着を起こす成分と分化を起こす成分
の両成分が必要であることが示唆された。他方，沈澱の成分は尿素で可溶化し，漉過すると活性は可溶性成分に見い
だされたD このようにして可溶化した成分をゲル漉過すると，分子量が約12万の分画に活性が見いだされた。沈澱の
成分から接着のみを起こす成分は見いだされなかったことから， この分画には接着，分化の両機能を持つ成分が含ま
れているものと思われる。
5. まとめ
未分化の砂胃の細胞を培養下で平滑筋細胞に分化させることに成功した。この平滑筋細胞の分化にはフィブロプラ
スト細胞が重要な役割を果たしているo 単離した未分化細胞はフィブロプラスト細胞由来の成分上で平滑筋細胞に分
化した。この成分は細胞が基質と接着するときと細胞が平滑筋へ分化するときの両方で必要であるo
論文審査の結果の要旨
平滑筋細胞の分化の機構は，骨格筋のそれに比べて不明な点が多し」それを調べるための解析系として，高知愛君
は，独自にニワトリ砂のうの組織培養の系を確立したあと， これを用いて以下の新知見をえた。①砂のう平滑筋細胞
の分化は線維芽細胞を必要とする，②線維芽細胞は平滑筋接着因子と平滑筋分化因子を細胞外に分泌している，③こ
れらの因子は種を超えて働く，④ゲ、ル漉過の結果から判断するとこれらの因子は既知の因子とは異なる分子である可
能性が高い。
これらの結果は，平滑筋分化の機構研究に新しい視点を与えるものであり，博士(理学)の学位論文として十分価
値のあるものと認める。
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